セアカゴケグモ対策実技講習会レジュメ 
平成18 年 8 月 3 日
於：貝塚市立二色小学校
１ セアカゴケグモの毒性と生態
毒性 ：単位量当たりの毒性は強いが、１匹当たりの毒量が少ない。
小児、高齢者、妊婦は症状が重くなるので注意。
症状 ：「強烈な痛み」に耐えられない。
生態 ：低温、高温にも良く適応する。＝巣の「ゴミ」が保温・断熱に効果あり？
拡がりはヒッチハイクや車に便乗して。
ライフステージ（２５～３０℃）
産卵から孵化まで 約１４～２０日、 孵化から成熟まで（雌） 約６０日
２　駆除対策のポイント
1)　最近の動向
泉州地域では、大集団は少なくなり、全面に点々と巣を作っている例が多く、セアカゴケ
グモは適応して定着したと思われる。最近、２階・室内での発見例が増えています。
2) 対策の要点
日常的な環境整備による予防：溝の掃除・通水、除草
発見　最も重要で基本的な作業
○　調査地全体のなかで生息適地を見る
日当たりの良い場所 ＝建物や敷地の東側、南側
餌が豊富にあるところ ＝徘徊性の昆虫など ＝雑草繁茂地が近くにある
巣を作りやすい隙間がある ＝グレーチング、ブロック、フェンスなど
埃の多いところ、風の吹き抜け地は嫌う。
○ 見る高さの重点は腰まで。目の位置までは注意してください。
１～数匹の発見から、出所を推測する。
駐車場＝常に侵入される可能性が高い＝継続的なチェックが必要
同じ場所で何度も発見される＝施設外に生息地を疑う＝溝のルート
○　巣の張り方（不規則網）を見て発見する（参照：写真）。
駆除
○　作業手順 ： 薬剤噴霧→成体・幼グモの除去→巣の除去→卵嚢の除去
薬剤はゴキブリ用ピレスロイド。焼却処分の注意事項。
○　調査・駆除時期 ： 年２回の重点時期があります。
１月から２月末まで（全滅対応） ＝焼却、除却。薬剤が効きにくい
日当たりの良い越冬地に集っているので発見し易い。学校＝古タイヤ
梅雨明け直後（急激な生息数増加に対する抑制）＝薬剤有効
○　処分後の確認
２～３週間後に、駆除地を再確認する。
３ 咬傷事故時の対応
１）　咬傷時の確認事項＝セアカゴケグモの可能性が高いかどうか
幼児・児童は充分な説明ができない。まして、激痛が襲っている中では全く無理。
幼児・児童の手当＝患部を冷やす。
痛みの程度、咬傷部の発汗などの観察を行う。
通常、時間的余裕（１～３時間）はあるが、全身症状に特に注意する。
救急車の手配。
どこで咬傷を受けたかを周辺児童等から聞き取る。
できれば、咬んだクモを捕獲する。
２）　咬傷時の状況に関する情報を持って病院に搬入する（クモを持参）
３）　以上の情報を保健所に連絡してください。
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